
 

 

 

 

 

 

 

 

 『  必ず花は咲く 』 

副校長  長谷部 宏行  

             

自宅にシクラメンの鉢植えがあります。今シーズン初めて夏越しに成功しました。「何日か

水やりを忘れたら元気がなくなった」、「水やりは忘れなかったけれど暖かい場所に置いてお

いたら茎がくたっとしおれてしまった」。これまで何度も枯らしてしまったので、「もうやめ

ようか」と思っていた昨年、花屋でたまたま見かけたシクラメン。「真綿色したシクラメンほ

ど・・・」。頭の中で歌が鳴り響き、思わず購入。何度かピンチがありましたが、なんとか 4

月ころまで最後の花は咲きました。そしていよいよ夏の管理です。緑の葉がなくなり、茎も

なくなり、枯れてしまったようにしか見えないけれど、日本の厳しい夏の暑さを乗り越え、

不安な気持ちを抑え、新しい芽が出ることを信じて育てていきます。秋になり、次々と緑の

葉が出てきて、その葉が大きくなっていく様子を見ながら「ついにやった」とうれしさがこみ上げてきました。喜びも

つかの間、今度はなかなか花芽ができません。１１月になり、１２月になっても、いっこうに花が咲く予感がありませ

ん。どの花屋の前にも見事に咲いている色鮮やかなシクラメンがたくさん並んでいます。「なにか間違ったのだろうか」

とインターネットで調べても答えが見つかりません。原因がわからなくても育て続けることしかできません。冬休みに

入るころ、ふと見たら花芽が見つかりました。今回はうれしいというより、ほっとしました。ほっとするのもつかの

間、今度はなかなか茎が伸びてきません。「とにかく一輪でいいから咲いてほしい」そう願いながら育て続け、３学期が

始まってすぐ、帰宅すると一輪咲いていました。その日の朝は、つぼみが大きくなってはいましたが咲くような気配が

なかったので感動しました。その後は、次々と咲くようになりました。花屋で売っているように「たくさん」でも「見

事な」でもありません。まだまだ花の数は少ないのですが花芽が増えていき、しばらく数か月は楽しめそうです。 

苦労の連続でした。喜びは一瞬、すぐに不安が襲ってきます。「他は・・なのに、それに比べて」と比較して心配した

り、「自分のやり方が間違っていたのではないか」と自分を責めたり。時間の多くはそんなことばかり。しかしそんな経

験があったからこそ、うまくいったときの感動はとても大きいです。他のものと比べての時間的な早い、遅いは関係な

く、ただただうれしいという感情です。必ず花は咲きます。 

育てることは本当に難しいです。水が不足してもダメ。水を与えすぎてもダメ。環境が寒すぎても暑すぎてもダメ。

「２日に１回定期的に忘れずに」と決めるよりも、「その株自体が水を求めたときにあげる」のが枯らさないコツと言わ

れています。成長に必要なものを、必要な量だけ、適切な時に。 

１月１８日には２年生、２５日には１年生が実施した百人一首大会ではその後の学年懇談会も含めて多くの保護者の

方々がご出席くださいました。心よりお礼申し上げます。３年生は、私立高校の推薦入試が終わり、私立高校の一般試

験と公立高校共通選抜の出願がありました。２月の試験に向けて頑張っています。保護者の皆様、地域の皆様には引き

続きご理解とご協力をお願いいたします。 

【横浜市立南が丘中学校 学校教育目標】 

     ○ 知性豊かで、国際社会で活躍できる生徒を育成します。 【知】【開】 

     ○ 心豊かで、地域社会に貢献できる生徒を育成します。  【徳】【公】 

     ○ 人間性豊かで、たくましい生徒を育成します。     【体】 

   ☆ 私たちが目指すもの ☆ 

    「全員を仲間と認める」 「仲間を大切にする」 「仲間と協力する」 

横浜市立南が丘中学校だより 

令和５年度 2 月号 

令和 6 年 1 月 31 日 
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1 月 11 日（木）に本校のグラウンドで防災訓練を行いました。今回は南消防署の深沢さんにも 

ご協力いただき、地震や火災の避難についてお話をうかがいました。能登半島地震発生から間もな 

い訓練となり、生徒たちの防災意識は高く、真剣に取り組み、落ち着いて避難行動をとることができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月 18 日（木）に２学年の百人一首大会が行われました。冬休み中から札を覚え、自分の得意札

を増やしたり、チームで役割分担をしながら作戦を立てたりして、クラスごとに練習を重ねてきまし

た。クラスを１０チームに分けて２回戦行った結果、最も勝ち数を得た５組が優勝、6 組が準優勝を

果たしました。また、今回からは「名人戦」として各クラスの名人１人を代表者として選出し、個人

戦も行いました。１文字目を聞いただけで札を取りに行く展開の早さに「さすが名人！」と多くの注

目を集めていました。 

 百人一首大会後には、学年懇談会と修学旅行説明会を行いました。「今後のスケジュール」として、

進路にかかわる内容を中心に、どの時期にどのような準備をしていく必要があるかということを共有

することができました。お忙しい中、足を運んでいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練 

 

２学年 百人一首大会・学年懇談会 



 

 

 

 

１月２５日(木)に百人一首大会が行われました。クラスを１２チームに分けて２回戦行った結果、最も勝ち

数が多かった１組が優勝、３組が準優勝を果たしました。どのクラスもいい表情で大会を終えることができて

本当によかったと思います。 

百人一首大会終了後には、学年懇談会を実施いたしました。主な話の内容として「進路に向けて」、「自然教

室の概要説明」、「すぐーるの導入・来年度実施に向けて」の３つを中心に話をさせていただきました。お忙し

い中お集まりいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月 26 日（金）に南区合同学芸会が実施されました。 

11 月ごろから準備を始め、約 2か月の間練習を重ねてきました。劇やダンス、お笑い、合奏など様々な案が

出て、話し合いの末、劇とダンスを織り交ぜた演目を発表することになりました。練習中、なかなか思うよう

に表現できず、クラスがまとまらないと感じる場面を子供たち自身で乗り越えることができました。本番はみ

んなきらきらとした笑顔でステージに立ち発表後はやり切った表情が見られました。クラスが一丸となって一

つの目標に向かって頑張る楽しさを、また次の行事で活かしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度より、全市的に学校との連絡に使用する新たな連絡ツールの導入が決定しております。 

大きな変化としては、朝の欠席や遅刻等の連絡が電話連絡でなくなること（ただし、重要な連絡や緊急を要す

る連絡等は従来通り学校に連絡）、学校からのお知らせなどは、ほとんどがデジタル配信されていくことです。

今後のスケジュールを載せておきますのでご確認ください。 

＜今後のおおまかな流れ（予定）＞ 

２月頃⇒「すぐーる」に関するお知らせの配布 

     アプリのダウンロード、新規利用登録・こどもの登録、利用者情報の入力 

３月頃⇒第１回テストメール配信 

     第２回テストメール配信 

１学年 百人一首大会・学年懇談会 

て 

 

「すぐ～る」の導入について 

て 

 

個別級 南区合同学芸会 

て 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動 頑張っています。が丘中の生徒たち 

2・3 月の予定 

 

 

 

 

 
 


